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１ はじめに 

教育課程の編成主体である各学校におい

ては，学校教育目標を達成するために，教育

内容を子供の心身の発達に応じ，授業時数と

の関連において総合的に組織した教育課程を

編成し，それに基づいて組織的に教育活動に

取り組み，学期末，年度末には評価・改善を

行い，より適切かつ効率的な次学期，次年度 

の教育課程となるように修正してきている。

いわゆる，ＰＤＣＡのマネジメントサイクル

により教育課程の在り方を不断に見直してい

るが，「社会に開かれた教育課程」の実現を通

じて子供たちに必要な資質・能力を育成する

という新しい学習指導要領等の理念を踏まえ，

これからの「カリキュラム・マネジメント」

について中央教育審議会答申（平成 28 年 12

月 21 日）では，以下の三つの側面から捉える

ことが重要であると示されている。 

(1) 各教科等の教育内容を相互の関係で

捉え，学校の教育目標を踏まえた教科横断的

な視点で，その目標の達成に必要な教育の内

容を組織的に配列していくこと。 

(2) 教育内容の質の向上に向けて，子供た 

ちの姿や地域の現状等に関する調査や各種デ

ータ等に基づき，教育課程を編成し，実施し，

評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクル

を確立すること。 

(3) 教育内容と，教育活動に必要な人的・

物的資源等を，地域等の外部の資源も含めて

活用しながら効果的に組み合わせること。  

２ 教科横断的な指導の充実 

これまで，「知の総合化」という視点から教

科横断的な指導が必要であると言われてきた。

学校教育目標や子供たちに身に付けさせたい

資質・能力は各教科等のなかでの閉じた学び

だけで実現することは難しい。環境や福祉，

健康や安全，防災をはじめとする時代の変化

によって生じる現代的諸課題解決において，

各教科等の知識や技能を関連付けて総合的に

活用することが必要であり，また，そのこと

によって各教科等において身に付けた学力が

より深い定着を図られるという側面もあるか

らである。また，今回の学習指導要領で示さ

れた学習の基盤となる資質・能力（言語能力，

情報活用能力，問題発見・解決能力等）や現

代的な諸課題に対応して求められる資質・能

力の育成のためにも教科横断的な学習を充実

させたい。 

「社会に開かれた教育課程」の実現をめざすカリキュラム・マネジメント 

－教科横断的な指導とカリキュラムデザイン－ 

これからの時代に求められる資質・能力を育むためには，各教科等の教育内容を相互の関

係で捉え，必要な教育内容を組織的に配列し，更に必要な資源を投入する営みが重要となる。

そのための具体的な進め方を提案する。 



そのためには，各教科等における学習の充

実はもとより教科等間のつながりを捉えた学

習を進める観点から，教科等間の内容事項に

ついて相互の関連付けや横断を図る手立ての

確認や体制づくりのために全教職員で取り組

む必要がある。 

以上のようなことから，カリキュラム・マ

ネジメントを進めるためには，はじめに教科

横断的な視点で教育課程を編成し，教科の枠

にとらわれない授業を展開することから始め

ることが重要ではないかと考える。 

３ カリキュラムデザインの具体化 

教育内容を組織的に配列すること，すなわ

ち「カリキュラムデザイン」がカリキュラム・

マネジメントの中核であると考えるが，その

進め方を鹿児島市立田上小学校の実践を基に

述べる。 

(1) グランドデザインの作成 

学習指導要領総則第２に「各学校の教育目

標を明確にするとともに，教育課程の編成に

ついての基本的な方針が家庭や地域とも共有

されるよう努めるものとする。」とあるように

教育目標はその学校の歴史や伝統，地域性，

子供たちの実態が反映され学校ごとに独自に

定められるものである。グランドデザインは，

その教育目標の具現化に向けて，学習指導要

領で示された資質・能力の三つの柱を照らし

合わせ学校が育てたい具体的な子供像を描き

直し，学校全体で共有するためのものである。 

鹿児島市立田上小学校では，学校全体のグ

ランドデザインをもとに，「何ができるように

なるか」,「何が身に付いたか」,「何を学ぶ

か」,「どのように学ぶか」,「実施するため

に何が必要か」,「子供の発達をどのように支

援するか」という六つの枠組みをもとに各教

科等及び学年のグランドデザインを作成して

いる（図１）。また，図２のように学校経営，

学年・学級経営，教科等経営のＰＤＣＡサイ

クルも確立されており，保護者とも連携が図

られている。 

 

図１ 各教科等及び学年のグランドデザイン 

図２ 年間のＰＤＣＡサイクル 

 

 



図３ 第１学年単元配列表 

(2) 「単元配列表」の作成 

 各教科等の年間指導計画を１枚にすること

によって年間を見通した全ての学習活動を俯

瞰することが可能になる。また，これまで各

教科等の小単元や単元の範囲でしか考えてい

なかった資質・能力の捉えを同じ教科の他の

単元，他教科，他の学年そして教育課程全体

に活用・発揮することができるようになる（図

３）。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 作成の実際 

単元配列表は，学年部ごとに授業の反省を

踏まえて単元配列を見直し，次年度の学年に

引き継ぐようにし，次年度の担任はそれをも

とに見通しをもって授業を実施しながら評

価・改善を行うなどＰＤＣＡサイクルを機能

化させている（図４）。 

(3) 教科横断的指導の実際 

教科横断的な学習には，「融合型カリキュ

ラム」や「相関型カリキュラム」がある。融

合型カリキュラムには総合的な学習の時間や

生活科がある。教科横断的な学習は，各教科

等の目標・内容を基に構想される「相関型カ

リキュラム」と言える。 

その作成の際の留意点として以下のこと

に気を付けたい。 

ア 子供の思考や思いを大切にしたカリ

キュラムづくりの視点をもつ。 

イ 一つの学習成果を他教科の学習に生

かそうとする姿勢をもつ。 

ウ 各教科等のねらいや評価規準を明確

にもつ。 

エ 活動等の重複を避け，時間を効果的に

活用できるようにする。 

 

図５ 第４学年 図画工作科の略案 

図５は，第４学年図画工作科「解決！題名

鑑定団（鑑賞）」の略案である。「作品の題名  



図６ 図画工作科の実践例  

を考えることをきっかけに，描かれている形

や色，様子などの造形的な特徴に注目し，自

分なりのイメージをもって書いたり話したり

する」ことが目標である。 

作品の題名を考える段階で，国語科で学習

した三角ロジックを使って考える学習過程と 

なっている。鶴田によれば，三角ロジックと

は，以下のような思考方法である。 

① 「根拠」と「理由」を区別することで，

主張が具体的で分かりやすくなる。 

② 「理由付け」において既有知識や生活経

験をもとに類推することで，テキスト(学

習内容)が〈わがこと〉として実感的に理解

できる。 

③ 意見を発表し，それぞれの「根拠」や「理

由」を検討し合うことで，授業が対話的か

つ協働的になる。 

今回の学習指導要領では，総合的な学習の 

時間に次のような 10 とおりの「考えるための

技法」が示された。 

 

 

 

 

 

 

※ 小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間

編第５章より 

 

図６の実践は，その中の「理由付ける」ため

の思考方法である。国語科で学習した方法を，

活用することをねらいとしたものである。 

  

４ おわりに 

 

カリキュラムデザインの具体化のために

は，「つながり」を意識して日々の授業をデザ

インすることから始め，生活科や総合的な学

習の時間を中核とした教育課程を作成したい。

そのことによって各教科等で身に付けた「知

識及び技能」をつながりのあるものとして組

織化し直し，改めて現実の生活に関わる学習

活動において「活用・発揮」することが期待

できると考える。 
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（企画課 宇都洋志） 

 

○順序付ける  ○比較する  ○分類する 

○関連付ける ○多面的に見る・多角的 

に見る ○理由付ける（原因や根拠を見 

付ける）○見通す（結果を予想する）   

○具体化する（個別化する，分解する）  

○抽象化する（一般化する，統合する）   

○構造化する 


